




















れに対して，プリマら（2011）は JPEGの圧縮処理に ROI（Region of Interest）を導入する
方法を提案した．これにより，画像中の注目度合を考慮しながら，画像内の圧縮率を適応的に
行うことが可能になり，画像の印象を低下せずにその容量を減少させることができた．本研究
では顕著性マップ（Ittiら,1998）を ROI として JPEG画像を生成し，得られた画像について
評価を行う．ここで実験により，被験者から画像の美しさ・精細感および違和感についての評
価をもとに，効果的な ROI を用いた JPEG 画像の生成パラメータの決定を試みる． 













奥田 大輔 赤外線センサーを用いたジェスチャ入力方式に関する研究 
 近年，身振りやしぐさによって機器を操作するジェスチャ入力が注目を集めているが，従来










ほぼ 100%，呈示しない場合でも 80%の識別率となり，少なくとも 1000msあればその環境音が識
別可能かどうか判断できることが分かった． 

























































認された．本研究では東北地方の Bouguer 重力異常値に対して 2 次元フーリエ変換によるバ
ンドパスフィルタ適用し，カルデラ輪郭の抽出を改善するための適切な波長帯の把握を試み
る． 










木下 尋斗 音響特性を用いた機械異常診断システムに関する検討 









海田 俊輝 異常気象によるインドネシア農業収穫量の変動に関する分析 
インドネシアは熱帯に位置する国であり，雨季(10月～3月)と乾季（4月～9月）がある．当











伊藤 史人 CRと CT画像からの三次元膝関節モデルの生成手法 
 高齢化社会の到来によって変形性膝関節症が急増しており，人工膝関節全置換術(total 
knee arthroplasty; TKA) の施行例も増加している．TKA の術前計画では，立位の膝関節の状
態を知る必要があるため，患者の立位 X 線透視像を参照して人工関節の設置位置が検討され
る．しかし，この画像から立体情報を読み取ることが困難なため，複雑な膝関節の TKA にお
いては熟練した医師の解釈が必要である．本研究は，立位 X 線透視像を参考にした CT画像の
レシストレーション手法を提案し，生成した立位 3次元膝関節モテルを用いて人工膝関節術前
計画支援システムの開発を試みる． 
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